
令和元年度 

大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書 

《令和元年度実施事業》 

 
No 事 業 名 ページ 

県内進学 
① フェア等におけるブース出展 １ 

② 
「2019 山口県オープンキャンパスマップ」及び 

「山口県県内進学ガイドブック 2020」の作成・配布 
２ 

③ 県内進学・仕事魅力発信フェアの開催（共催） ３ 

④ ＳＮＳによる県内大学等の魅力発信 ４ 

⑤ やまぐち学生サポート事業 ５ 

⑥ インフォメーションスタンドの活用 ６ 

⑦ 出前講義の実施 ７ 

⑧ ムーブマン・ネオとの連携 ８ 

県内就職 
⑨ 山口きらめき企業の魅力発見フェアとの連携 ９ 

地域貢献   

   等 
⑩ 地域や企業との連携促進 10 

⑪ ＦＤ研修会（全学ＦＤ・ＳＤ講演会） 11 

⑫ 大学マネジメントセミナー2019 in やまぐち 12 

⑬ 山口県大学ＭＬ（博物館・図書館）連携特別展 13 

⑭ 「夏休みこども塾」の開催 14 

 



事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）井上　正雄

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

やまぐち産業維新展出展料 10,000

計 10,000

実施結果

－

　　各種フェアにおいて、「大学リーグやまぐち」のブースを出展することにより、県民や県内高校生等に対して
周知を図り、若者の県内進学等を促進する。

　やまぐち産業維新展にブース出展し、高校生等に県内大学等の
パンフレットを配布するとともに、大学等による地域貢献活動を
紹介するパネルを展示。

  　　日時：令和元年１０月２６日（土）10::00～16:00
　  　場所：キリンビバレッジ周南総合スポーツセンター
　　　　　　（周南市大字徳山427）

事業実施のための
必要経費

【令和元年度の実績】

　《やまぐち産業維新展》　＊ 令和元年１０月２６日（土）ｷﾘﾝﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞ周南総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ
  　  ⇒　高校生や保護者等約５０名に対して、県内進学ガイドブック及び大学案内等を約
　　　　７０冊配布し、県内大学の魅力等をＰＲ

　

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

県内大学等の魅力発信

フェア等におけるブース出展

大学リーグやまぐち　　（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主査
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）杉田　裕司

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

協議会負担金（18機関×19,000円） 18 19,000 342,000

計 342,000

実施結果

（協議会構成員）①県私立大学協会、②県専修学校各種学校協会、③大学リーグやまぐち、
　　　　　　　　④県高校教育課、　⑤県学事文書課

　県内大学等の「魅力」や「良さ」について県内高校生の理解を深め、県内大学等への主体的な進路選
択につなげることで、県内進学の促進を図る。

１　2019山口県オープンキャンパスマップの作成・配布
　　・内容：県内大学、専門学校等のオープンキャンパス情報が掲載されたマップの作成
　　　　　　・配布
　　・部数：３８，０００部（高校全学年に配布）
　　・時期：６月上旬

２　山口県 県内進学ガイドブック2020の作成・配布
　　・内容：県内大学、専門学校等を紹介する冊子の作成・配布
    ・部数：１４，５００部（高校２年生に配布）
　　・時期：２月中旬

事業実施のための
必要経費

　「2019山口県オープンキャンパスマップ」については令和元年６月３日付けで、「山口県 県内進学
ガイドブック2020」については令和２年２月20日付けで、各公私立高校等に配布するとともに、イン
フォメーションスタンドへの配架等により広報活動を行った。

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

県内進学の促進

「2019山口県オープンキャンパスマップ」及び
「山口県県内進学ガイドブック2020」の作成・配布

山口県　県内進学・仕事魅力発信協議会（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主任
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）杉田　裕司

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

－ － － －

計 －

実施結果

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

県内進学の促進

県内進学・仕事魅力発信フェアの開催（共催）

県内進学・仕事魅力発信フェア実行委員会（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主任

（実行委員会構成員）①県私立大学協会、②県専修学校各種学校協会、
　　　　　　　　　　③大学リーグやまぐち、④県高校教育課、⑤県学事文書課

　県内高校生を対象に、県内の大学や専門学校、さらには県内企業や仕事の魅力を伝え、それぞ
れの魅力を再認識してもらうことにより、県内進学・県内就職を通じた地域産業を支える人材の
育成や若者の県内定着の促進を図る。

１　概　要
　　「学校案内」、「学校体験」、「仕事紹介」、「仕事体験」、「企業紹介」、「進路相
　談」などのコーナーを設置し、高校１・２年生等が将来の進路について考え、進学や適職
　を発見するためのイベントを開催する。

２　対　象
　　主に県内の高校１・２年生

３　出展内容
（１）学校案内　（県内大学、短期大学、専修学校・各種学校の学校紹介及び入学相談）
（２）学校体験　（大学や学校での講義・研究発表や実習を通じた模擬入学）
（３）仕事紹介　（仕事のプロから、やりがいや楽しさ、魅力など経験談を聞く） 
（４）仕事体験　（仕事の内容を実際に体験し、イメージや適性を肌で感じる） 
（５）企業紹介　（県内企業から業務内容や仕事の話を聞く） 
（６）進路相談　（仕事に就くための進路や必要な資格・免許等についての相談）
（７）そ の 他  （学校魅力発信等）

事業実施のための
必要経費

【令和元年度の実績】

　《開催日時等》
　　・日　　時：令和２年２月１４日（金）　１０：００～１５：００
　　・場　　所：維新百年記念公園　スポーツ・文化センター
　　・参加者数：県内の高校１・２年生等　約１，５８８人
　　・出展企業数等：７０団体（大学、専修学校、企業、自治体等）
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）杉田　裕司

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

－ － － －

計 0

実施結果

－

　　若者の県内進学等を促進するため、県内高校生や大学生に対して、ＳＮＳ等を通じて、県内大学や県内
企業等の魅力を発信する。

　大学のイベント情報やキャンパスライフなど、大学の「魅力」や「特色」を紹介する。
　（掲載（例）：オープンキャンパスや学園祭のＰＲ、ムーブマン・ネオの収録等）

　＜活用するＳＮＳ＞
　　① ツイッター　（https://twitter.com/leagueyamaguchi）　
       「ツイート」と称される１４０文字以内の短文の投稿

　　② インスタグラム　（https://www.instagram.com/leagueyamaguchi）
       無料の画像共有ソフト。デジタル画像を撮影、編集し、ＳＮＳで共有

　　③ ＬＩＮＥ＠　（https://line.me/R/ti/p/qxQmv2RzRJ）
       プッシュ通知や自動返信が可能

　　④ Ｆａｃｅｂｏｏｋ　（https://www.facebook.com/leagueyamaguchi/）
       実名での登録・現実の知り合いとインターネット上でつながるサービス

事業実施のための
必要経費

【令和元年度の実績】
　　
　《投稿数》

　　　⇒　２０件　　① 大学のイベント情報　　　　 ： 　５件
　　　　　　　　　　② ムーブマン・ネオの収録状況 ： １２件
　　　　　　　　　　③ 大学リーグ事業 　　　　　　： 　３件

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

県内大学等の魅力発信

ＳＮＳによる県内大学等の魅力発信

大学リーグやまぐち　　（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主任
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）杉田　裕司

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

－ － － －

計

実施結果

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

県内進学の促進

やまぐち学生サポート事業

大学リーグやまぐち　　（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主任

－

県内事業所による料金割引などのサービスにより、県内大学生等を応援する取組を推進する。

１　事業の流れ

２　サービス内容
（１）サービス提供の対象者
　　　県内の大学生、大学院生、留学生、専門学校生等

（２）サービス設定例
　　　・料金の割引、無料サービス
　　　・ポイント加算、サービス券提供

（３）協賛事業所を大学リーグやまぐちＨＰに掲載

（４）協賛事業所のメリット
　　・大学生等を応援する事業所としてのイメージアップ
　　・ステッカーの貼付やＨＰ掲載によるＰＲ

３　協賛事業所の募集
　　学生等に対して、協賛事業所の募集の協力依頼

事業実施のための
必要経費

【令和元年度の実績】

  ○　各商工会議所に協賛事業所の募集を依頼

　○　登録店舗数：３８店舗

①協賛事業所を募集 ②大学生等に広報 ③事業所に学生証を提示 ④サービスを利用
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）杉田　裕司

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

インフォメーションスタンド 1 45,792 45,792

スタンド設置旅費 1 9,640 9,640

計 55,432 55,432

実施結果

－

　県内７箇所に設置した専用のインフォメーションスタンド等を活用し、県内大学等の「魅力」や
「特色」を発信する。

１　配置場所・配架等
　① ＪＲ新山口駅構内
　② ＪＲ山口駅構内
　③ ルルサス防府２階
　④ ＪＲ徳山駅構内
　⑤ シーモール下関
　⑥ ＪＲ岩国駅（R元.7月～）
　⑦ シンフォニア岩国（R元.7月～）

２　配架方法
　　各機関が直接配架又は管理担当機関へ送付し、管理担当機関が配架する。

事業実施のための
必要経費

【令和元年度の実績】

　新たにＪＲ岩国駅にもインフォメーションスタンドを設置し、以下のとおり情報発信を実施し
た。

　○　大学リーグやまぐち事務局において、県内進学ガイドブック等を配架。
      　・県内進学ガイドブック　　 ： ７箇所  約６００冊配布
      　・オープンキャンパスマップ ： ７箇所  約４００部配布
　
　○　各構成機関により、大学案内、イベント及び公開講座等の周知に活用。

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

県内進学の促進

インフォメーションスタンドの活用

大学リーグやまぐち　　（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主任
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）杉田　裕司

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

－ － － －

計 0

実施結果

－

　大学の「特色」（取組や知見等）を高等学校等地域に発信することにより、地域における大学のプレゼン
スや地域貢献力を高め、県内進学の促進を図る。

○　各大学が実施する出前講義を取りまとめ、市町教育委員会・県高校教育課と連携しながら、
県内公私立
　小・中・高校に周知する。

事業実施のための
必要経費

【令和元年度の実績】

  《講義数》　講座数：　　　８０５講座（前年度比＋２２講座）

　　　　　　　講義実施数：　３１９講義（前年度比＋５７講義）

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

県内進学の促進

出前講義の実施

大学リーグやまぐち　　（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主任
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）杉田　裕司

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

－ － － －

計 0

実施結果

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

県内進学の促進

ムーブマン・ネオとの連携

ムーブマン・ネオ　（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主任

－

　大学生等が山口県を活性化するアイディアを出し合うディスカッション番組である「ムーブマン・ネオ」
と連携し、高校生等に対し、学生を通じた山口県や大学等のＰＲを行い、県内進学の促進を図る。

○　ムーブマン・ネオと連携し、番組の収録状況を広報するとともに、事務局において、収録
　等に係る各大学との連絡調整を実施する。

　《ムーブマン・ネオ概要》

　　１　番組タイトル　
　
　　　　山口県くすぐりプロジェクト「ムーブマン・ネオ」

　　２　メインテーマ
　　　　山口県をmotto面白く！

　　３　内容
　　　・大学生等が、県活性化のアイディアを出し合うディスカッション番組
　　　・優秀かつ魅力的なアイディアについては、実現化や商品化を目指す

　　４　放送及び配信
　　　・ｔｙｓテレビ山口　：月１回放送　毎月第４土曜日　18：55～19：00
　　　・番組ホームページにて放送後に配信（ダイジェスト版含む）
　　　・ホームページには様々な情報を網羅　URL:　mouvement-neo.jp

事業実施のための
必要経費

【令和元年度の実績】
　
  《収録校》　１０校
　　　下関短期大学、山口芸術短期大学、岩国短期大学、大島商船高等専門学校、
　　　下関市立大学、宇部工業高等専門学校、山口県立農業大学校、山口大学、
　　　徳山工業高等専門学校、徳山大学　（収録順）
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）井上　正雄

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

－ － － －

計 －

実施結果

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

県内就職の促進

山口きらめき企業の魅力発見フェアとの連携

山口きらめき企業の魅力発見フェア2019実行委員会（担当：山口大学、県学事文書課等）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主査

（実行委員会構成員）①山口大学、②山口県立大学、③徳山大学、④経営者協会、
　　　　　　　　　　⑤山口労働局、⑥山口しごとセンター、⑦やまぐち産業振興財団、
　　　　　　　　　　⑧山口県

　大学生等に対して企業や自治体の仕事等の魅力を発信し、県内企業等の認知度向上を図るとともに、若者
の地元企業等への就職・県内定着の促進等につなげる。

　ＣＯＣプラスと連携し、ホームページやＳＮＳ等を活用した広報等を実施する。

事業実施のための
必要経費

【令和元年度の実績】

　《開催日時等》
　　・日　　時：令和元年１０月１９日（土）　１０：００～１５：００
　　・場　　所：維新百年記念公園　維新大晃アリーナ
　　・参加者数：大学生等　１，５２０人
　　・出展企業数等：８６団体（企業：７７社、自治体：９団体）
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）井上　正雄

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

委託料（人件費、管理費） 9,883,798

シーズ発表会開催経費等 479,773

計 10,363,571

実施結果

　

【令和元年度の実績】

　１　地域連携促進会議の開催
　　〇第１回（令和元年７月３０日・県立大学南キャンパスＡ館２号大会議室）
　　　【議題】・統括コーディネーターの紹介及び事業の取組方法について
　　　　　　　・統括コーディネーターを活用した効果的な仕組みづくりの検討
　　　　　　　・効果的なシーズ発表会となるための方策等の検討
　　〇第２回（令和２年１月９日・県立大学南キャンパスＡ館２号大会議室）
　　　【議題】・地域や企業との連携促進に向けた取組状況について
　　　　　　　・第２回大学リーグやまぐちシーズ発表会の開催について

　２　地域・企業連携コーディネーターの配置
　　○　県立大学地域共生センターにコーディネーター２名を配置し、大学シーズの売込みと企
　　　業ニーズの掘り起こしを実施（訪問企業・団体数：１２７）

　３　シーズ発表会の開催
　　○第１回（令和元年１０月１９日・維新百年記念公園　維新大晃アリーナ）
　　　※ＣＯＣプラスの「山口きらめき企業の魅力発見フェア」と同時開催
　　〇第２回（令和２年２月１３日・山口県立大学６号館　F204教室）

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

大学の魅力や地域貢献力の向上

地域や企業との連携促進

大学リーグやまぐち　　（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主査

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

－

　　「大学リーグやまぐち」を中心に、大学の研究機能や学生のアイデア等を活用した地域や企業との連携
促進を図り、その成果を広くアピールすることにより、進学・就職両面からの県内定着を促進する。

事業の内容

１　スキーム図
　

２　事業内容
  ◆地域連携促進会議の開催：全学内ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによるマッチングの成果報告や方向性の協議
  ◆統括コーディネーターの配置：大学シーズの売込みや企業等のニーズの掘り起こしを実施
  ◆シーズ発表会の開催：各大学の研究テーマや成果等を企業等に対してＰＲする発表会の開催

事業実施のための
必要経費

教

員

等

④ 連絡・調整

Ａ大学
大学リーグやまぐち

統括ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

（ＣＮ）

Ｂ大学

Ｃ大学

担当者

支援機関

産技Ｃ

産業振興

財団

① 売り込み

⑦ 計画提案

③ 対応要請

① ・課題解決依頼、

・学生意見の

活用要請

⑤ 対応提案

※ 必要に応じ支援

② 依頼先の検討

⑥ 実施計画の検討

※ 必要に応じ連携

⑧ 調整

③支援等

相談 ⑤ 支援提案

学
内
Ｃ
Ｎ

企業、行政等

連携

大学の魅力・地域貢献力の向上
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事項

事業名称

主催

担当者 （所属・職名）教育支援課教育企画係長

[連絡先]
(TEL：０８３－９３３－５１５０) 
(FAX：０８３－９３３－５２２５)

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

- - - -

計 0

実施結果

－

　2014年12月に公表された中央教育審議会答申『新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた
高校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について』以降、大学教育改革はもとより、高校
教育改革、大学入学者選抜の見直しなど、大きな制度変更が行われつつあります。特に、2020年以
降、大学入学者選抜における新テスト導入、新学習指導要領による高校教育の新しい教科枠組の実
施が進む中で、大学教育のあり方が改めて問われることが必至です。
　そこで、今年度の「全学FD・SD講演会」では、高大接続改革をテーマに、　高教教育における生徒育
成の現状と課題、これまでの大学入学者選抜に関する各種分析と今後の対応方策、さらには、将来を
見据えた大学教育のあり方などについて話題提供するとともに、フロアとの意見交換を通して、　みん
なで考えてみたい。

日　時：２０２０年３月２日（月）
場　所：山口大学吉田キャンパス共通教育棟１番教室
内　容：
１３：３０～１３：４０　開会挨拶　
１３：４０～１４：２０　【基調講演】「学生調査から見た高大接続の課題と方向性」
（株）リアセック取締役　　　 松村　直樹
１４：２０～１４：４０　【話題提供（１）】「山口大学における大学入学者選抜に関する各種分析の成果と今後」
山口大学 大学教育機構 アドミッションセンター准教授　　林　 　寛子　
１４：４０～１５：２０　【話題提供（２）】「変わりつつある高校教育の授業と生徒指導」
①山口県立下関西高等学校　教諭　　　　　  平井　利文
②野田学園高等学校　教諭　　　　　　　　　　 高田　裕治
（休　憩）
１５：３０～１６：１０　【パネル・ディスカッション】　
「高大接続の本質とは何か？」　
　　
　　

事業実施のための
必要経費

新型コロナウイルス感染症のため、開催中止。
（当初、参加申込を行っていたため、当該参加申込者には、基調講演や話題提供の資料をメー
ルにて配布した）

 (E-mail:　ga115@yamaguchi-u.ac.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

ＦＤ

ＦＤ研修会（全学ＦＤ・ＳＤ講演会）

山口大学大学教育機構

　（氏名）野村　治宣
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事項

事業名称

主催

担当者 （所属・職名）山口大学大学教育機構・准教授

[連絡先] (℡:０８３－９３３－５０６７)

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

講師謝金（法政大学教育支援統括本部長・学務部長　平山喜雄） 1 16,416 16,416

講師旅費：東京 1 58,900 58,900

雑費 440 440

計 75,756

共催：大学マネジメント研究会，大学行政管理学会中国・四国地区研究会

　2020年以降の大学マネジメントは、どのような姿を描いていくのでしょうか。大学の業務そのものが多様化し、従来の
大学教員・大学職員という枠組を超えた“第三の職種”が出現するなど、新しい価値観をもって、これからの時代の大学
マネジメントを見つめていく必要があります。そこで、今年度のセミナーでは、大学の社会参画を更に進め、社会の一員
としての大学の存在感を高めるファンドレイジングの取組、さらには、教職協働を通して巧みに教学マネジメント改革を
進める取組を紹介しながら、大学マネジメントの新しい姿を考えたいと思います。
　このような機会を通して、やまぐち地域が抱える高等教育機関共通のテーマについて理解を深めるとともに、大学教職
員の人的ネットワークの充実を図りたいと思います。
なお、本セミナーは、山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）における教学マネジメント強化の一環として開
催いたします。

日　時：2019年12月20日（金）14:30～16:30
場　所：山口大学吉田キャンパス・大学会館2階会議室
内　容：
14:30～14:40　オープニング・趣旨説明　　山口大学理事・副学長　　　　田中　和広
14:40～16:25　基調講演
①「社会の共感を得る大学マネジメントの新しい姿　
～ファンドレイジングが目指すもの～」
大阪大学共創機構 産学共創・渉外本部 特任専門職員　　𠮷田　冨士江
　         （日本ファンドレイジング協会 認定ファンドレイザー・
大学チャプター共同代表）
②「大学職員から変える教学マネジメントの新しい姿
　　　　　　　　　～内閣府「地方と東京圏の大学生対流促進事業」等を通した教職協働～」
法政大学教育支援統括本部長・学務部長　　　　　　　　平山　喜雄
16:25～16:30　クロージング　　　　山口大学総務企画部長　　　　　　　多賀谷　勇治　
［総合司会：山口大学 大学教育機構 大学教育センター准教授　　林　　透］

事業実施のための
必要経費

実施結果

【参加者数】77名
　（内訳）山口大学63名、山口県立大学5名、山口東京理科大学4名、徳山工業高等専門学校1名、山口県1
名、その他3名

【実施報告】
　2019年12月20日（金）に、大学リーグやまぐち・山口大学主催 大学マネジメントセミナー2019 inやまぐ
ち『大学マネジメントの新しい姿を求めて～第三の職種×教職協働～』を学内外から77名の参加者を集め、
開催しました。本セミナーは、大学リーグやまぐち、山口大学の共同主催、大学マネジメント研究会、大学
行政管理学会中国・四国地区研究会の共催で、山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）における教
学マネジメント強化のための研修の一環として実施されました。
　基調講演では、まず、𠮷田富士江 大阪大学共創機構 産学共創・渉外本部 特任専門職員より、「社会の共
感を得る大学マネジメントの新しい姿　～ファンドレイジングが目指すもの～」と題して講演がありまし
た。大学経営を取り巻く環境が一層厳しさを増す中で、財政基盤強化が重要であり、国から運営費交付金等
に依存せずに、社会の共感を得ながら各種資金を獲得し、かつ、社会に研究成果や教育成果を還元する好循
環の一役を担うファンドレイザーの役割のほか、大阪大学や地方国立大学でのファンドレイジングの取組紹
介がありました。次に、平山喜雄 法政大学教育支援統括本部長・学務部長より、「大学職員から変える教学
マネジメントの新しい姿　～内閣府「地方と東京圏の大学生対流促進事業」等を通した教職協働～」と題し
て講演がありました。法政大学では、1970年代からの沖縄県との関わりを基礎に、内閣府「地方と東京圏の
大学生対流促進事業」（東京から沖縄へ、沖縄創生のための課題解決型人材育成プログラム）の採択を受け
て、法政大学、沖縄大学、名桜大学による短期フィールドワークや長期学生交流プログラムなどを構築し、
教職協働を通して行っている取組紹介がありました。
　後半では、林　透 山口大学 大学教育機構 大学教育センター准教授の全体進行のもと、シンク・ペア・
シェアの手法で、ペアワークで対話した後、講師との質疑応答を通して全体共有を行いました。参加者から
は、「学生のためにどのようなことをしていくべきなのか」「大学として、今やっていることをどのように
社会に向けて発信しているのか」といった質問があり、改めて、学生のための大学マネジメントのあり方と
いう究極のテーマに焦点が当たる結果となりました。

 (E-mail:　toru-h@yamaguchi-u.ac.jp   )

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

ＳＤ

大学マネジメントセミナー2019 in やまぐち

山口大学、大学リーグやまぐち

　（氏名）林　透
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）田村　広明

（氏名）川上　誠

[連絡先] 　TEL：083-933-5181 FAX：083-933-5171

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

ポスター作成費 300部 44.00 13,200

チラシ作成費 4,500部 10.50 47,250

実績報告書作成費 300 176 52,800

計 113,250

（うち大学リーグやまぐち負担分） 113,250

実施結果

令和元年度は、共通テーマを『はじまる～Begin～はじめる』とし、県内13大学17館の参加の
もと、各館において2019年10月～2020年1月末日の期間内で参加各館が個別にテーマを設定
し、企画展示を実施した。会場によっては見学者数が測定できない館もあるが、各館で計測で
きた範囲での見学者数は合計約1,000名であった。
関連事業としてスタンプラリーを実施し、一定観覧数を達成したスタンプラリー参加者に景品
の配布を行った結果、3名の全館達成者を確認した。

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

ML連携

山口県大学ML（博物館・図書館）連携特別展

山口県大学ML連携事業事務局

（所属・職名）山口大学情報環境部学術情報課　副課長

（所属・職名）山口大学情報環境部学術情報課企画連携係　主任

 (E-mail:　li322@yamaguchi-u.ac.jp)

共催：山口県大学図書館協議会・大学リーグやまぐち
後援：大学博物館等協議会・山口県博物館協会・山口県図書館協会

　山口県大学ＭＬ（ミュージアム・ライブラリー）連携事業として、平成２３年度から継続して連携特別展
を開催している。この事業は、各大学が所蔵する学術資料や各大学の研究成果をもとに展示活動を実
施し、大学のブランディング及び地域への大学の説明責任の一端を果たすとともに、大学連携並びに
地域貢献事業として位置付けている。
　この事業は継続することが重要であり、毎年度一定のテーマを定めて特別展を実施している。なお平
成２９年度は５年目を迎え、山口県立山口博物館で１３大学１７館で合同展、併せて山口県立山口図書
館でシンポジウムを開催した。

　令和元年度山口県大学ML連携事業では、合同展示から、各大学での連携開催の形式に戻り開催期
間を定めたうえで、各大学において資料展示等を計画する。
　開催期間は、１０月～１月とし、各大学の実施可能期間（最短でも２ヶ月間）にそれぞれ実施する。ま
た、地域の方々等の来館者数の増加を図るため、広報活動を拡充するとともに、実施期間中の各会場
でスタンプラリーを実施し、一定のスタンプを取得された方には、記念品等を贈呈する。

事業実施のための
必要経費
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事項

事業名称

主催

担当者 （氏名）井上　正雄

[連絡先] 　083-933-2140

共催・後援等
（協力体制）

事業の趣旨
・目的等

事業の内容

経費項目（積算内訳含む） 員数 単価 金額

－ － － －

計 －

実施結果

 (E-mail:　a10400@pref.yamaguchi.lg.jp)

令和元年度大学リーグやまぐち主催事業・事業報告書

大学の魅力や地域貢献力の向上

「夏休みこども塾」の開催

大学リーグやまぐち　　（担当：県学事文書課）

（所属・職名）　　県学事文書課　大学班　主査

－

　県内小学校等を対象に「夏休みこども塾」を開催し、地域における大学の存在感や地域貢献力の向上を
図る。

１　概　要
　　各大学が「夏休みこども塾」を開催し、その状況をホームページやＳＮＳを活用して
　広報を行う。

２　対象者
　　小・中学生等

事業実施のための
必要経費

【令和元年度の実績】

　○　事業内容をＨＰで紹介：３大学　９件
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